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1. 平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月１日～平成22年9月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 1,660 △ 6.2 △ 13 ― △ 3 ― △ 43 ―

22年3月期第2四半期 1,771 ―     79 ― 98 ― 84 ― 

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △ 5 59 ―

22年3月期第2四半期 10 79 ― 

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 4,072 1,597 39.2 203 05

22年3月期 4,172 1,614 38.7 205 21

(参考) 自己資本 23年3月期第2四半期 1,597百万円 22年3月期 1,614百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年3月期 ― 0 00

23年3月期(予想) ― 0 00 0 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,400 3.3 50 48.2 70 11.3 55 9.1 6 99



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。この四

半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了し

ていません。 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって予想数値と異

なる場合があります。なお、当社グループはパッケージソフトウェアの開発・販売を主たる事業とし

ているため、当社グループの業績は売上高の増減がほぼそのまま営業利益に反映するという特徴があ

ります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.3 「2.その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期 2Ｑ 8,257,600株 22年3月期 8,257,600株

② 期末自己株式数 23年3月期 2Ｑ 391,240株 22年3月期 391,240株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期 2Ｑ 7,866,360株 22年3月期 2Ｑ 7,866,360株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、依然として雇用情勢や所得環境において厳しい状

況が続いており、また、円高の進行により、先行き不透明な状況が続いております。建設業界において

も、引き続き公共建設投資が低調に推移していることから、厳しい市場環境が続いております。 

そのような状況の中、当社グループは、建設関連事業セグメントにおいて、引き続き土木工事積算シ

ステムにおいて積算精度の向上に注力し、競争力の向上に努めてまいりました。しかしながら、中核商

品である土木工事積算システムのバージョンアップ効果があった前期と比較して、特に第１四半期会計

期間の前年同期比減少が大きかったことから、第２四半期会計期間の売上高は反転増加したものの、売

上高は減少いたしました。 

また、設備関連事業セグメントにおいても、市況の悪化によりPlusCADの販売数量が伸び悩んだこと

により、売上高は減少いたしました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同期に比して6.2％減の1,660百万円、営業損失

は13百万円（前年同期は、営業利益79百万円）となりました。また、有価証券評価損33百万円を計上し

たことなどから、四半期純損失は43百万円（前年同期は、四半期純利益84百万円）となりました。 

  

(1)財政状態の分析 

当第２四半期連結累計期間末の総資産は、流動資産において現金及び預金が28百万円、売上債権が30

百万円、固定資産において無形固定資産が46百万円それぞれ減少したことなどにより、前連結会計年度

末に比べて100百万円減少し、4,072百万円となりました。 

 負債につきましては、固定負債において長期前受収益が60百万円減少したことなどにより、前連結会

計年度末に比べて83百万円減少し、2,474百万円となりました。 

 純資産につきましては、四半期純損失43百万円を計上したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

て17百万円減少し、1,597百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べて0.5ポイント増加し、39.2％となりました。  

  

(2)キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べて78百万円減少し、852百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における営業活動により支出した資金は15百万円（前年同四半期は257百

万円の獲得）となりました。これは主に、減価償却費44百万円、有価証券評価損33百万円、売上債権の

減少30百万円などによる資金の獲得があったものの、税金等調整前四半期純損失40百万円、未払消費税

等の減少48百万円、長期前受収益の減少60百万円などによる資金の支出があったことによるものであり

ます。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における投資活動により62百万円の資金を支出（前年同四半期は87百万円

の支出）いたしました。これは、主として定期預金の預入による支出50百万円（純額）、有形固定資産

の取得による支出7百万円などによるものであります。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

第２四半期連結累計期間における財務活動におけるキャッシュ・フローは、前年同四半期と同じく、

ありません。 

  

上期中に行った商品力向上のための諸施策の効果により、上半期後半から主力のGaia関連売上が顕著

に回復していることに加えて、Gaia以外の成長力のある各商品の立ち上がりが見込まれることから、通

期業績につきましては、平成22年5月14日公表の予想を変更せず据え置き、前期に引き続く通期経常黒

字をめざします。 

なお、平成22年７月９日に公表しました「平成23年３月期第１四半期の有価証券評価損に関するお知

らせ」の通り特別損失が生じておりますが、これは平成22年9月末の有価証券の時価に基づくものであ

り、平成23年3月末の有価証券の時価により見直されることとなります。 

  

該当事項はありません。 

  

①固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産について、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

②法人税並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化が

なく、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成

20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号

 平成20年３月31日)を適用しております。 

これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ368千円増加し、税金等調整前四半期純損失は

3,467千円増加しております。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,502,630 1,531,291

受取手形及び売掛金 513,498 544,108

有価証券 621,591 626,496

商品及び製品 1,139 1,016

原材料及び貯蔵品 7,306 5,319

繰延税金資産 12,700 7,600

その他 29,179 24,427

貸倒引当金 △1,869 △2,710

流動資産合計 2,686,175 2,737,550

固定資産

有形固定資産 247,032 246,919

無形固定資産

のれん 383,478 394,033

その他 68,782 105,138

無形固定資産合計 452,261 499,172

投資その他の資産

投資有価証券 362,767 361,144

その他 340,690 343,824

貸倒引当金 △16,883 △16,178

投資その他の資産合計 686,575 688,790

固定資産合計 1,385,869 1,434,881

資産合計 4,072,044 4,172,431

負債の部

流動負債

買掛金 51,689 47,922

未払法人税等 13,400 21,430

繰延税金負債 198 195

前受収益 768,140 760,558

賞与引当金 103,043 109,725

その他 158,044 196,142

流動負債合計 1,094,515 1,135,974

固定負債

退職給付引当金 275,384 257,354

役員退職慰労引当金 1,270 760

繰延税金負債 408 332

長期前受収益 1,103,232 1,163,728

固定負債合計 1,380,295 1,422,175

負債合計 2,474,811 2,558,149
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,586,500 1,586,500

資本剰余金 197,982 197,982

利益剰余金 △29,070 14,907

自己株式 △85,513 △85,513

株主資本合計 1,669,898 1,713,877

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △72,665 △99,595

評価・換算差額等合計 △72,665 △99,595

純資産合計 1,597,233 1,614,281

負債純資産合計 4,072,044 4,172,431
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

売上高 1,771,036 1,660,394

売上原価 488,209 508,052

売上総利益 1,282,827 1,152,342

販売費及び一般管理費 1,203,661 1,165,416

営業利益又は営業損失（△） 79,165 △13,074

営業外収益

受取利息 10,933 8,747

受取配当金 136 132

保険解約返戻金 7,356 －

その他 1,315 2,114

営業外収益合計 19,742 10,994

営業外費用

雑損失 494 1,667

営業外費用合計 494 1,667

経常利益又は経常損失（△） 98,412 △3,747

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 135

償却債権取立益 24 －

特別利益合計 24 135

特別損失

固定資産除却損 381 156

固定資産売却損 247 122

有価証券評価損 － 33,624

リース解約損 3,343 －

事務所移転費用 1,554 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,099

特別損失合計 5,526 37,002

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

92,909 △40,614

法人税、住民税及び事業税 8,067 8,463

法人税等調整額 － △5,100

法人税等合計 8,067 3,363

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △43,978

四半期純利益又は四半期純損失（△） 84,842 △43,978
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【第２四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 821,758 848,758

売上原価 225,450 241,330

売上総利益 596,308 607,428

販売費及び一般管理費 587,407 584,122

営業利益 8,901 23,305

営業外収益

受取利息 3,812 2,942

その他 196 283

営業外収益合計 4,009 3,226

営業外費用

雑損失 0 219

営業外費用合計 0 219

経常利益 12,910 26,312

特別利益

貸倒引当金戻入額 － △82

特別利益合計 － △82

特別損失

固定資産除却損 － 19

有価証券評価損 － △435

事務所移転費用 1,554 －

特別損失合計 1,554 △415

税金等調整前四半期純利益 11,356 26,645

法人税、住民税及び事業税 4,271 4,229

法人税等調整額 － △2,300

法人税等合計 4,271 1,929

少数株主損益調整前四半期純利益 － 24,715

四半期純利益 7,084 24,715
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

92,909 △40,614

減価償却費 41,101 44,752

のれん償却額 10,554 10,554

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,058 △135

賞与引当金の増減額（△は減少） 49,289 △6,682

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,210 18,030

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17,346 510

受取利息及び受取配当金 △11,069 △8,879

有価証券評価損益（△は益） － 33,624

固定資産除却損 381 156

保険解約損益（△は益） △7,356 －

リース解約損 3,343 －

売上債権の増減額（△は増加） 145,639 30,609

たな卸資産の増減額（△は増加） 272 △2,109

仕入債務の増減額（△は減少） △31,974 3,766

未払又は未収消費税等の増減額 27,983 △48,196

前受収益の増減額（△は減少） 6,648 7,581

長期前受収益の増減額（△は減少） △67,383 △60,496

その他 4,487 8,256

小計 261,747 △9,272

利息及び配当金の受取額 9,284 7,845

法人税等の支払額 △19,498 △14,447

法人税等の還付額 9,630 －

その他の支出 △3,343 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 257,822 △15,874

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △162,000 △150,000

定期預金の払戻による収入 100,000 100,000

有価証券の取得による支出 △4,220 △300

有価証券の売却による収入 － 271

有形固定資産の取得による支出 △2,023 △7,908

有形固定資産の売却による収入 124 95

無形固定資産の取得による支出 △24,711 △974

投資有価証券の取得による支出 － △52,725

投資有価証券の売却による収入 － 48,622

敷金及び保証金の差入による支出 △3,968 △1,840

敷金及び保証金の回収による収入 1,528 2,079

保険積立金の積立による支出 △104 △104

保険解約による収入 7,356 －

その他の収入 400 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △87,619 △62,786

財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 170,202 △78,660

現金及び現金同等物の期首残高 545,432 931,291

現金及び現金同等物の四半期末残高 715,635 852,630
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当第2四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日 至 平成22年9月30日） 

該当事項はありません。 

  

当第2四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日 至 平成22年9月30日） 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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